
気軽に足を運べる美術館
「まちに開かれた公園のような美術館」。金沢21世

紀美術館は、よくこのように形容される。兼六園や

城跡、繁華街が隣接する町の中心部にあり、建築家

のSANAA（妹島和世＋西沢立衛）が設計した建物

は、ガラス張りの丸い形をしていて、正面も裏側も

存在しない、どこからでもアクセスできる開放感溢れ

る建物だ。朝の9時から夜10時まで入ることができ

る。それはまさに公園を訪れるように、気軽に足を

運べる場所として市民に定着している。2008年度

は、年間で157万人ものお客様が県内外から訪れて

いる。

金沢は加賀藩以来、文化芸術に力を入れてきた。

江戸時代に生まれ、今に引き継がれている伝統工芸

や伝統芸能は27にもなる。その中には、加賀友禅

や九谷焼、金沢漆器、加賀象嵌
ぞうがん

など、全国的に知名

度を持つものも数多く含まれている。文化施設も38

を数え、美術館はもちろん音楽堂、記念館や工芸施

設、市民のための創作や発表が可能な工房など、多

岐にわたっている。また、2008年には文化庁から

「文化芸術創造都市」に選出され、2009年には国土

交通省、農林水産省、文化庁から「歴史都市」第1

号に認定されている。最近では、ユネスコの定める

「創造都市ネットワーク」に登録された。

このような文化土壌の中で、金沢21世紀美術館は

2004年の開館から活動を続けてきている。この美

術館の特色は、「世界の現在とともに生きる」「まち

に活き、市民とともにつくる参画交流型」「地域の伝

統を未来につなげ、世界に開く」「子どもとともに成

長する」という4つである。特に2つ目と4つ目は、市

民参加型、プロセス重視型の美術館の性格をよく言

い表している。

美術館の独自な活動や展開
美術館の年間のプログラムは次のように構成され

ている。展覧会は、企画展とコレクション展合わせ

て5本を専用のギャラリースペースで行っている。他

にデザイン・ギャラリー、長期インスタレーションルー

ムがあり、それぞれのプログラムを展開している。ま

た、その場所を特徴付けるように恒久設置の作品が

あるのも特徴である。レアンドロ・エルリッヒ作の

『スイミング・プール』は、子どもから大人までが楽し

むことができる作品として人気が高い。

そしてこれらの場所で展開される展覧会やイベン
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3 まちに活きる金沢21世紀美術館

金沢21世紀美術館/館長
秋元 雄史
AKIMOTO Yuji

特 集 美術館 ～まちづくりの核としての存在～

都市文化の新たな拠点として、プロセス重視参加型のプログラムを実施するなど、まちに開かれた
公園の様な金沢21世紀美術館。市民や企業が参画し、美術館を中心とした独自なまちづくりの
内容とは…。

トへのアクセスを容易にし、

より深く理解してもらうため

のプログラムにも力を入れ、

そのための専門スペースを

用意している。キッズスタジ

オやアートライブラリーだ。こ

れらを含め様々な場所で行

われるものは教育普及活動

にあたるもので、ギャラリー

では一般の来館者を対象と

したアーティストトークや講

演会などの鑑賞プログラム、金沢市内の全小学校4

年生約4,000人を対象にした「ミュージアム・クルー

ズ」。他「まるびぃアートスクール」、キッズスタジオが

主催する「ハンズオン・まるびぃ」、アートライブラリー

が主催する「絵本を読もう」がある。また、長期のア

ートプロジェクトでは、金沢市内の若者を対象とした

「金沢若者夢チャレンジ・アートプログラム」がある。

組織的には学芸課が担当しているものだ。

この美術館のユニークな点は、学芸課の他に交流

課というものが設置されており、そこで美術以外の

音楽やパフォーマンス・アートなどのイベントから、美

術館周辺の広場でのイベントまでを催している。音

楽やパフォーマンス系のイベントは専門のプロデュー

サーが担当し、企業や市民と協力して、若手の演出

家や芸術家を育てるプログラムを企画している。一

方では、音楽やパフォーマンスといった専門的な企

画だけでなく、市民が気軽に参加できるイベントも

実施して、美術館をより身近な存在にしている。ま

た、市民ギャラリーも併設しており、新聞社などが企

画する特別展や市民が制作した作品の展示も行って

いる。つまり専門的なものから市民が制作したもの

まで、様々なレベルのものが並存しているのが特色

だ。だからいろいろな関わり方を選択でき、そのう

ちにだんだんと関わりが深まっていく。

これらの美術館の活動は、美術館の中だけで納

まるのではなく、広場から町へとつながっていくよう

に心がけている。近隣商店街との連携事業「アート

de まちあるき」というものがある。入場券の半券や美

術館のロゴの入ったコースターを持参すると、双方

で割引になるというお得なもの。だから美術館に寄

ってから町へ出たり、あるいはその逆も生まれると

いう仕組みだ。美術館は周辺の地域と連携し、ひ

とつながりの文化的エリアを構築しているというだ

けでなく、地域に開かれた公園であり、商業エリア

を補完する存在でもある。城跡や文化施設がある

文化ゾーン、兼六園がある公園ゾーン、香林坊
こうりんぼう

、

竪町
たてまち

という商業ゾーンが隣接するこの界隈を結びつ

ける位置に美術館があり、それぞれのゾーンがうま

く連結され、人の流れをつくりだしている。

美術館のプログラムの特徴
美術館が主催、提供するプログラムはギャラリー、

長期インスタレーションルーム、デザイン・ギャラリー、

シアター21、キッズスタジオなどで行われている。

有料のギャラリーを中心に展開する展覧会では、

だいたい年間3本の企画展を開催している。2008年

度はロン・ミュエック展、サイトウ・マコト展、杉本博司

展の個展を開催した。それぞれ世界的に活躍するア

ーティストの最新作の発表で話題となった。中でも

ロン・ミュエック展は、現代美術の展覧会としては、

異例の17万人を集客し、最終日には長蛇の列がで

きた。

現代美術が人気といっても、1本の展覧会で5万

人台の入場者数を継続的、安定的に作り出すことは

むずかしい。そこで美術館では、他では見ることの

できないオリジナルの展覧会を開催することに力を

入れている。これはとても手間のかかる仕事では

あるのだが、できる限り自分たちでリサーチし、企

画を一から作り出している。展覧会がいい結果を

残せるか、そうでないかは、とてもシンプルな話で

あるが、内容と時期の吟味、すなわち「どのような

ものをどのような時期に実施するか」ということにか

かっている。その結果だと思うが、今のところ冬場

の入場者数の少ない時期でも6～7万人の入場者数

がある。

美術館のもう一つの特徴に、プロジェクト型の発

表が多いという点がある。これは最近の現代美術

の一つの特徴ともなっているプロセス重視型参加型

のプログラムの実施ということだ。その理由の一つ

は制作時間を共有することで、作家の意図やものの
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～都市での新たな文化の醸成～

写真1 金沢21世紀美術館

写真2、3 レアンドロ・エルリッヒ《スイミング・プール》2004
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見方を理解しやすくするということがある。もう一つ

には参加した市民からすると、貴重な芸術的経験

を、作家や多くの参加者と共有することができると

いう利点がある。この美的経験の共有という点は、

プロジェクト型のプログラムのもっとも優れた点であ

ろう。

明後日朝顔プロジェクト21
2007年から2年連続で、日比野克彦の「ホーム→ア

ンド←アウェー」方式と題したアートプロジェクトを実

施した。これは前述の「金沢若者夢チャレンジ・アー

トプログラム」として実施されたもので、主に金沢に

在住する30代までの若者を対象とし、芸術活動を

通じて社会と関わり、社会的な存在として自分の能

力を高めていこうというものだ。特別な技能研修で

はないが、感受性や豊かな心といった人間力の向

上を目標としている。アーティストと共に制作側にま

わって、一つの展覧会を1年間近くかけて作り上げて

いく。

最初の年は「明後日
あ さ っ て

朝顔プロジェクト21」といった

プロジェクトを4月から翌年3月まで行った。美術館

の外周約350mを約2,000本の朝顔で覆うという前代

未聞の壮大なプロジェクトだった。参加した若者た

ちは日比野克彦のワークショップに参加をしながら、

プランをつくること、それを実現するための組織を作

ることなどを通じて様々な問題と出くわして、その中

から学んでいく。

小学校の授業で学んだ「朝顔を育てる」プログラ

ムの拡大版だが、物事を大きく引き伸ばし、美術館

の様々なプログラムと連動させ、外では市民活動と

連動させていくと、思いも寄らないような広がりが

生まれていった。

金沢市内の小中学生と一般の参加者が育てた苗

1,000株と、この動きに連動して水戸、横浜、岐阜、

福岡、沖縄など全国12カ所で育てた苗1,000株が美

術館に集まった。美術館に植えられた苗は、夏に

向かってどんどん成長していく。それに合わせて、

美術館の制作スタジオでは、日比野さんの作品が制

作され、一般の参加者が描く絵がたまり、キッズスタ

ジオでは、子どもたちの絵日記や立体作品が出来上

がる。

プロの作家と一般の参加者、それも年齢もまちま

ちな人たちが、朝顔を中心にして何かを作り描く。

出来上がった沢山の作品。それに本物の朝顔の

種。朝顔が季節に表情を変えるように、プロジェク

トも変化しながら秋の種の収穫祭へ。予想を超え

る数の種は、また翌年へと引き継がれていった。

翌年の朝顔プロジェクトは町の中へと広がり、金沢

駅や銀行、公民館、個人の家の軒先を飾った。朝

顔の種が飛散するように、人を介して朝顔の輪が広

がっていった。

美術館の基調音「ミュージアム・クルーズ」
もう一つ、美術館活動を語る上で外せないプログ

ラムが、金沢市内の小学4年生全児童を対象とした

招待プログラム「ミュージアム・クルーズ」である。名

前からも分かるように美術館を「航海する、探検す

る」といったイメージでプログラムが展開される。さ

しずめ未知の大陸を発見するように作品に出会って

いくのだ。

美術館の開館年である2004年から開始されたこ

のプログラムは、当初、小学生全学年を対象に始ま

った。しかし、「子ども独特の感受性と社会性が身

に付いたちょうどいい時期」と専門家が言う小学4年

生を対象とするようにして、2006年に再開した。運

営は教育委員会、現場の先生、市民ボランティア、そ

れに美術館の教育普及専門員で構成されたチーム

によって行われる。

子どもたちには、あらかじめ学校側で、美術館で

の過ごし方や作品についての基本情報などが掲載

されている冊子が配られている。子どもたちはそれ

を見てから美術館に集合する。学校毎で実施し、半

年ぐらいかけて、すべての学校を招待する。生徒数

は100人を超えるところもあれば、50～60人のところ

もあるが、美術館に集合すると、そこで、だいたい7

～8人の小グループになる。1つのグループに1人の

ボランティアがつく。

この市民ボランティアは事前に研修をみっちりと受

け、それぞれに教育普及について深く考え、課題も

持ってあたっている。

全体を通じて言えることは、あまり上からの視点

で教え諭すようなことはしない。ものを見る力を養

い、自分なりにそれを人に伝えることを大切なポイ

ントとしている。正しい、正しくないという視点はほ

とんどない。自分で絵を前にして興味のポイントを

探し、それに沿って読解し、何らかの感想や意見を

伝えようとすることが大切なのだ。当初、子どもた

ちの少々硬かった表情は、プログラムが進むごとに

和み、穏やかなものになる。子ども本来の感受性を

解放できれば、プログラムの伝えたいことの大方が

伝わったことになる。「自分の視点から見る」ことが

大切なのだ。

このプログラムは、受講している子どもたちにと

って意味があるだけでなく、それに関わる美術館の

職員やボランティア、先生方にとっても意味がある。

「他者を尊重すること。理解する努力をすること」と

いう現代美術の基本的な態度を改めて学ぶ機会に

なるからだ。私たちは様々な生い立ちや考え方、ま

た人種や性別の違いなどによって構成された社会に

生きている。こういった違いを許容し、寛容に他者

を受け入れていくことこそ、人としてもっとも大切な

ことである。

子どもたちが美術館にいる風景は、他の一般の来

館者へも大きな影響を与える。うれしそうに作品と

向き合う姿は、時として排他的に反応する大人たち

に、ものと向き合う心の余裕を伝える。人は様々で

ある。それに対して、寛容さを持つことが人との関

わりの始まりであり、対話の始まりである。「ミュー

ジアム・クルーズ」は、それを伝える、言わば金沢21

世紀美術館の“基調音”を形成しているプログラムな

のである。

子どもたちとともに成長する美術館
金沢21世紀美術館の「双方向的で対話型、境界

を設けない広がりを持つ」といった考え方は、他に

も様々なプログラムに応用されている。2008年にま

ち中で実施した「金沢アート・プラットホーム2008」と

いうプロジェクト型の展覧会も、このような方向から

生まれたものだ。19名の作家が参加したこの展覧

会は、旧市街地を中心にして、様々な場所で作品を

展開し、美術館の中では生まれない新たな地域や

人との関わりを生んだ。美術館の活動は施設の内外

を問わず、また美術だけでなく音楽やパフォーマンス

にも広がっている。音楽会やパフォーマンス、広場

事業など、まだまだ紹介したいものは山ほどある。

世界の現在
い ま

と生き、まちに活き、市民とつくり、そ

して、子どもたちとともに成長する美術館。その実践

はまだまだ終わりがない。

＜写真クレジット＞
著者写真 撮影：疋田千里
写真1、2、3 撮影：中道淳／ナカサアンドパートナーズ
写真4 撮影：木奥惠三

写真すべて 提供：金沢21世紀美術館

写真4 「杉本博司　歴史の歴史」展2008-09年 写真5 日比野克彦アートプロジェクト「ホーム
→アンド←アウェー」方式2007-08年
日比野克彦《明後日朝顔プロジェクト
21》2007年

写真6 日比野克彦《明後日朝顔プロジェクト
21》2007年　観察絵日記をつける子ど
もたち

写真7 ミュージアム・クルーズ（「コレクション展Ⅰ」2008年より。ガ
ブリエル・オロスコ作品の鑑賞風景）

写真8 まち中で実施した「金沢アート・プラットホーム2008」より。
KOSUGE1-16「どんどこ！巨大紙相撲～金沢場所～」2008年


	top: 
	index: 
	contents: 


